
屋外広告物許可基準（その他）

沿道型第１種地域
特定地区

沿道型第１種地域
沿道型第２種地域

特定地区
沿道型第２種地域

沿道型第３種地域
特定地区

沿道型第３種地域
沿道型第４種地域

特定地区
沿道型第４種地域

沿道型第５種地域
特定第１地区

沿道型第５種地域
特定第２地区

沿道型第５種地域 沿道型第６種地域

⑵　意匠がけばけばしい色彩又は過度の装飾でないこと。

⑶　色彩については、マン
セル値の彩度がＲは６、そ
の他の色相では８を超える
色が表示面の５０％未満で
あること。（※１）

⑶　色彩については、マン
セル値の彩度がＲは６、そ
の他の色相では８を超える
色が表示面の３０％未満で
あること。（※１）

⑹　写真又は絵画等の表示にあっては、表示面の色彩が良好な景観の形成に支障がないものであること。

⑺　写真又は絵画等を表示にあっては、原則として最上部の高さが10m以下であること。

⑾　照明が点滅式でないこと。ただし、緊急の必要があるもの又は警告、交通規制等の用に供するもので、公衆の安全を図るため必要と認められるものについてはこの限りでない。

⑿　照明が可動式でないこと。ただし、緊急の必要があるもの又は警告、交通規制等の用に供するもので、公衆の安全を図るため必要と認められるものについてはこの限りでない。

⒀　照明が過度にまぶしいものでないこと。

⑴　位置及び形態が、定着する建築物等又は周囲の町並みの景観と不調和でないこと。

⑷　表示面が壁面等からはみ出さないこと。ただし、突出型屋外広告物等にあってはこの限りでない。

ひさし看板等

⑵　表示面が建築物等の壁面等の面に対して垂直に設けられていること。ただし、旗、ちょうちん及びガス灯型屋外広告物については、この限りでない。

全種類

一本支柱型

多本支柱型

（※２）　特定の道路：北山通、白川通、北大路通、西大路通、御池通、四条通、五条通、堀川通、烏丸通及び河原町通

⑶　照明装置が公共用空地から容易に見えないこと。

⑷　可変表示式屋外広告物又はその掲出物件でないこと。ただし、その面積が０．５㎡以下のものについては、この限りでない。

全種類

地階を除く階数が２以上ある建築物の１階の屋根、軒又はひさしに表示するものであって、定着する建築物等又は周囲の町並みの景観と不調和でない等、一定の基準に適合するものであること。

⑶　開口部と壁面にまたがらないこと。ただし、幕、和風の意匠のれん及び和風の建築物に定着する木製の屋外広告物で建築物と調和した和風の意匠のものについてはこの限りでない。

（※１）　その他の規制については、窓口で御相談ください。

アドバルーンにより
表示するもの

（ただし、美観地区及び美
観形成地区においては、設

置を認めない。）

設置を認めない。
沿道型第５種地域，
沿道型第６種地域に
同じ

設置を認めない。

⑶　意匠がけばけばしい色彩又は過度の装飾でないこと。

⑵　気球に文字等を表示していないこと。

⑴　気球の形態が球形その他これに類するものであること。

屋外広告物規制区域（沿道型）の種別

⑵　開口部等を覆い隠さないこと。ただし、幕及び和風の意匠のれんについてはこの限りでない。

⑸　特定地区にあっては、特定の道路（※２）に突き出さないこと。ただし、アーケードに定着するもの、最上部の高さが４m以下のもの並びに６m以下の旗、ちょうちん及びガス灯型屋外広告物であって、景観上支障がないと認められるものについては、この限りでない。

全種類

⑶　色彩については、マンセル値の彩度が
Ｒは６、その他の色相では８を超える色が
表示面の３０％未満であること。（※１）

⑶　色彩については、マンセル値の彩度がＲは６、その他の色相
では８を超える色が表示面の５０％未満であること。（※１）

⒂　照明の色の数が１であること。

⑼　ネオン管等の装飾が昼間の景観に配慮したものであること。

⑻　写真又は絵画等の建築物等への表示にあっては、面積が１０㎡以下であること、ただし、１０㎡を超える写真、絵画等であって、１個当たりの面積の上限の２分の１以下、かつ、それらの面積の合計が、表示率の上限の２分の１以下で、１の立面に表示する数が
２以下である場合は、この限りでない。

⒁　照明の色が白又は淡色であること。 ⒁　照明の色が落ち着いた色であること。

屋外広告物の種類

⑷　表示面の色彩が周囲の建築物等の色彩と不調和でないこと。

⑶　色彩については、マンセル値の彩度がＲ、ＹＲは６、Ｙは４、その他の色相では２を超える色が表示面の２
０％未満であること。（※１）

⒂　照明の色の数が２以下であること。

⒁　照明の色の数が
　　３以下であるこ
と。
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⑽　照明がフラッシュ式又はストロボ式でないこと。

⑴　位置及び形態が都市の景観に悪影響を及ぼさないこと。

⑵　下地の色がアーケードにおいて表示し、又は設置されている既存の建築物等定着型屋外広告物等の下地の色と不調和でないこと。

道路の通行に支障が生じないように表示すること。

支柱が地盤面に垂直に設置されていること。

表示面が長方形その他これに類する形状であること。

⑴　他の屋外広告物を覆い隠さないこと。

⑵　建築物等の１の立面に２以上の幕を表示するときは、それらの表示面の下地の色が統一されていること。ただし、最上部の高さが４m以下のものについては、この限りでない。

アーケードに
定着するもの

⑴　可変式屋外広告物又はその掲出物件でないこと。

幕

⑴　建築物等の１の立面に２以上の突出型屋外広告物等を表示し、又は設置するときは、それらの形状が統一されていること及び地盤面に対して垂直に１列に表示し、又は設置すること。ただし、最上部の高さが４m以下のもの並びに６m以下の旗、ちょうちん及び
ガス灯型屋外広告物については、この限りでない。

突出型屋外広告物等

沿 道 型
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